
５ 特別の教科「村民学」 

 

１ 「村民学」全体構想 

本校では、主に総合的な学習の時間（１、２

年生においては生活科の時間の一部）を使っ

て、「村民学」を特別の教科として独自に位置

付けている。本物に触れるリアルな体験活動

を中心に据えた探究的な学びを通して、ふる

さと白川郷について「白川村村民憲章」に迫

る学びや社会の中にある課題を自ら発見し、

自己の発想や工夫で仲間とともに課題解決に

挑戦する学びを展開している。 

人口減少や高齢化問題、オーバーツーリズ

ムの問題など、村には多くの課題があるが、

村の自然や伝統文化等が大切に守られ、継承

されていることを直接的に学ぶことは、白川

村の未来の担い手づくりにもつながる。また、

社会の中にある困り感を解決するアイデアを

考え、実践に結ぶ営みは、未来社会の創り手

となる資質・能力の育成につながる。 

 

そこで、「村民学」全体で育成をめざす

資質・能力を「郷土を愛する心をもって自

ら未来を切り拓き、新たな価値を生み出し

ていく力」とし、ふるさと白川郷の魅力を

徹底的に学ぶ「ふるさと学習」と、本年度

より新たに、起業家的なマインド（アント

レプレナーシップ）を学ぶ「ひとりだち学

習」の両輪で学習活動を展開している。 

本年度、新たな切り口で「村民学」を展

開するにあたり、各学年の学習で育成をめ

ざす資質・能力を明らかにする【図表１及

び別紙４】とともに、各学年の学習内容を

精選し、それらを系統的に整理した【図表

２及び別紙５】。 

【図表２】「村民学」全体構想 

【図表１】「村民学」で育成をめざす資質・能力 

【図表１】「村民学」で育成をめざす資質・能力 
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（１）ふるさと学習 

ふるさと学習は開校以前からも計画的

に進められており、「白川村村民憲章」に迫

るよう、各学年の学びが精選され、系統化

されてきた。各学年２名のコーディネータ

（村民講師）を配置し、白川村全体を「教

室」、白川村の「ひと・もの・こと」を「先

生」としてリアルな探究活動を通して、村

で活躍する様々な人の生き方や考え方に

触れる。このようにして白川村の魅力を体

得する学びを通して、自分の生き方を見つ

め、将来、大人になっても白川村を心の拠

り所として、グローバルな視野で活躍でき

る児童生徒を育成する。将来、大人になっ

て村に戻って来る、戻って来ないは別とし

て、生き方の根底にあるものが白川村で受

けた愛情や学び得た財産であり、将来「ふ

るさとは白川村です！」と堂々と語ること

ができる子どもに育てたい、たとえ離れた

場所で生活していたとして

も、何らかの形で村を思い、貢

献できる子どもに育てたい、

そう願って実践を深めてい

る。 

本年度、「村民学」に「ひと

りだち学習」を加えたことや、

７年生から９年生までの学び

を「ひとりだち学習」一本にし

た（「ふるさと学習」は実施し

ない。）ことから、この「ふる

さと学習」の内容を令和６年

度末にさらに精選した。１年

生から６年生まで、各学年の

指導計画を作成し【図表３及び別紙６～１１】、活動のつながりや生み出す子どもの意識を

１枚のシートにまとめ、教職員で共有する【図表４】。 

子どもたちは学びの足跡を紙媒体、デジタル媒体でポートフォリオにより蓄積し、次学

年以降の学びに活用できるようにしている。例えば、「ふるさと学習」の出口にあたる６年

生には「白川村観光大使」の学習を位置付けているが、来訪者に魅力を伝える際、過去の

学びで得た思い（感じたこと、考えたこと）をもとにガイドを考える。「活動あって学びな

し」とならないよう、育成をめざす資質・能力を共有し、実践を進めている。 

【図表２４】各学年の村民学の学習内容 

（黄：ふるさと学習、緑：ひとりだち学習で整理） 

【図表３】各学年の指導計画（４年生） 

【図表４】各学年の活動のつながりと生み出す子どもの意識 
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（２）ひとりだち学習 

本年度より新たに始めたのが

「ひとりだち学習」であり、本校

版のアントレプレナーシップ教

育のことである。変化の激しい未

来社会の中で、子ども一人ひとり

が力強く生き抜いていくために

は、志や目標をもって失敗を恐れ

ず挑戦する「チャレンジ精神」や、

現状に満足せず、変化を求めて新

たなものや新しい価値を生み出

す力（創造力）、冒険心や探究心

といった「起業家精神」を育むこ

とが大切である。また、情報を収

集したり分析したり判断したり

する情報活用能力、実行力やリー

ダーシップ、コミュニケーション

力等といった「起業家的資質・能力」を育むことも大切

である。そうすることが、白川村や村民、広くはこれか

ら関わるであろう多くの人たちの幸せを願って貢献す

る姿につながる。そう願って、「ひとりだち学習」で育

成をめざす資質・能力を「社会の中にある『困り感』か

ら課題を見出し、それらを解決するために仲間と協働

して挑戦したり失敗を生かしながらやり抜いたりする

ことを通して、社会の一員として新たな価値を創り出

していく力」と設定した。その資質・能力に迫るため

に、各学年で育成をめざす資質・能力を明確にした【図

表１】。 

本年度、開始にあたり夏季休業中に十分な職員研修を行った上で、７年生から９年生で

は９月から「ひとりだち学習」を開始した。社会の中にある困り感から課題を見いだし、

困り感を解決するためのビジネスプラン、アイデアを仲間やメンター（外部講師）と練り

上げ、１２月のビジネスコンテストに結ぶ。こうした学びを通して、持続可能な社会づく

りや自他を幸せにすることのよさに気付くことができるようにしていく。 

 

３ 全国学力・学習状況調査の質問紙調査に見る成果  

本年度９年生の回答結果を示す。 

 

 

 

【図表５】「ひとりだち学習」の捉え 

【図表６】メンターから学ぶ生徒 

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情
報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学
習活動に取り組んでいますか  
（グラフ最上部から：全国回答状況→令和７年度
本校９年生→令和６年度・・・→開校時） 
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